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参
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
第
23

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

○
公
示
日

　

７
月
４
日
㈭

○
投
票
日

　

７
月
21
日
㈰

○
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
投
票
所

　

町
内
７
投
票
所
（
下
表
参
照
）

※
投
票
所
の
場
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
第
５
投
票
区
投
票
所
の
場
所
が
変
わ
り
ま

す
。

○
開
票

　

即
日
開
票
で
午
後
８
時
か
ら
中
央
公
民
館

講
堂
で
行
い
ま
す
。

○
投
票
方
法

　

選
挙
区
選
挙
で
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
記

載
し
投
票
し
ま
す
。

　

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
各
政
党
が
届
出
た

候
補
者
の
名
簿
か
ら
、
候
補
者
名
を
記
載
し

て
投
票
し
ま
す
が
、
候
補
者
名
に
代
え
て
政

党
名
を
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
・
冠
婚
葬
祭

等
の
た
め
投
票
所
に
出
か
け
ら
れ
な
い
方

は
、
投
票
日
前
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
投
票
で
き
る
期
間
・
時
間

　

７
月
５
日
㈮
〜
20
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　
　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

○
場
所

　

五
霞
町
役
場
小
会
議
室

○
持
参
す
る
も
の

　

郵
送
さ
れ
た
投
票
所
入
場
券

※
入
場
券
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
公
示
日
に
あ
わ
せ
て
発
送
を
行
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
８
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は
７
月
21
日
㈰
で
す

投
票
所
の
閉
鎖
時
間
が

午
後
６
時
ま
で

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

※投開票の会場となる施設では、

選挙事務に使用するため７月

19日㈮から22日㈪までの間、

一般の利用ができない場合があ

りますので、ご協力お願いいた

します。

※第５投票区投票所が、ふれあい

センター大規模改修工事に伴

い、福祉センターひばりの里に

変更になります。

投票所名 場　　所 対象行政区

第 1投票区投票所 元栗橋会館 元栗橋

第 2投票区投票所 川妻保育園 川妻・小手指・両新田

第 3投票区投票所 B&G海洋センター 堀之内・新幸谷

第 4投票区投票所 小福田生活改善センター 小福田・大福田

第 5投票区投票所 福祉センターひばりの里 山王山・山王・江川

第 6投票区投票所 幸主浄徳院 幸主・冬木

第 7投票区投票所 原宿台コミュニティセンター 土与部・原宿台

第
23
回

投票所
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町
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
か
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
き
年
2
回
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
3
月
末
現
在

の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
平
成
24
年
度
会
計
は
、
5
月
末

ま
で
（
出
納
整
理
期
間
）
に
整
理
し

最
終
の
決
算
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
当
初
38
億
１
，
４
０
０
万
円
で

ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
の
補
正
額

4
億
９
６
５
万
円
と
23
年
度
か
ら
の

繰
越
額
7
億
５
，
３
２
８
万
円
を
追

加
し
、
49
億
７
，
６
９
３
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、
歳
入
で

は
44
億
４
，
０
０
１
万
円
（
予
算
額

の
８
９
・
２
％
）
が
収
入
済
で
、
歳

出
で
は
31
億
５
，
５
１
１
万
円
（
同

６
３
・
４
％
）
が
支
出
済
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ほ
か
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。

土地 363,824㎡ 建物 34 ,880㎡

車両 46台　　　 基金 20億3,037万円

財
政
状
況
の
公
表

平
成
24
年
度

（
３
月
末
現
在
）

一
般
会
計

一 般 会 計

企 業 会 計 特 別 会 計

町債の状況 町有財産の状況

執行率(89.2%)
収入額　44億4,001万円

予算額　49億7,693万円
歳　入

執行率(63.4%)
支出額　31億5,511万円

予算額　49億7,693万円
歳　出

会 計 区分
収益事業 資本事業

予算額 執行額 執行率 予算額 執行額 執行率

水 道

事 業

歳入 4億3,639万円 4億3,997万円 100.8% 　　 671万円 　　81万円 12.1%

歳出 4億3,582万円 4億1,767万円 95.8% 2億1,288万円 2億417万円 95.9%

一 般 会 計 35億9,183万円

特 別 会 計 43億4,331万円

企 業 会 計 27億2,417万円

合 計 106億5,931万円

会 計 予算額 区分 執行額 執行率

国民健康保険 11億5,770万円
歳入 ９億2,780万円 80.1%

歳出 10億5,479万円 91.1%

後期高齢者医療  1億4,481万円
歳入 6,052万円 41.8%

歳出 1億4,259万円 98.5%

介護保険事業 6億1,035万円
歳入 4億2,625万円 69.8%

歳出 5億3,267万円 87.3%

公共下水道事業 3億4,718万円
歳入 8,238万円 23.7%

歳出 3億2,608万円 93.9%

農業集落排水事業 1億7,915万円
歳入 5,653万円 31.6%

歳出 1億6,209万円 90.5%

（特殊車両、
   バス等含）

（3月末現在）（3月末現在）
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国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

○
均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減

　

国
保
加
入
世
帯
の
所
得
額
に
応

じ
て
、
税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。

　

税
額
の
軽
減
は
、
国
保
税
の
う

ち
加
入
者
数
に
応
じ
て
か
か
る
均

等
割
と
加
入
世
帯
に
か
か
る
平
等

割
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た

め
の
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
世

帯
被
保
険
者
の
う
ち
、
税
法
上
の

被
扶
養
者
を
除
い
て
、
町
に
前
年

中
の
所
得
情
報
の
無
い
方
（
所
得

未
申
告
者
）
が
い
る
場
合
、
国
保

税
の
正
確
な
算
定
や
軽
減
の
判
定

　

職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
制
度
加
入
者
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、

す
べ
て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ

ガ
に
備
え
て
加
入
者
の
み
な
さ
ん

が
国
保
税
を
出
し
合
う
相
互
扶
助

の
制
度
で
す
。
国
保
税
の
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
納
税
通
知
書

の
発
送
は
７
月
中
旬
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
第
１
期
の
納
期
限
は

７
月　

日
㈬
で
す
の
で
、
納
め
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
税
額
の
決
め
方

　

そ
の
年
に
必
要
と
な
る
医
療
費

を
予
測
し
、
そ
こ
か
ら
み
な
さ
ん

が
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担

金
と
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
金
額
が
国
保
税
の
総

額
と
な
り
ま
す
。
国
保
税
の
税
率

は
市
区
町
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
、

一
世
帯
ご
と
の
国
保
税
が
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
の
方
で
す
。
世
帯
主
の
方
が
国

保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
で
も
、
世
帯
の
中
に
国

保
の
加
入
者
が
１
人
で
も
い
れ

ば
、
納
税
義
務
者
（
擬
制
世
帯

主
）
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
分
（
下
表
①
）、後
期
高
齢

者
支
援
分
（
下
表
②
）
及
び
介
護

分
（
下
表
③
）
を
計
算
し
、
合
計

し
た
も
の
が
世
帯
の
１
年
間
（
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）
の
国
保

税
と
な
り
ま
す
。
年
の
途
中
で
加

入
し
た
場
合
は
、
そ
の
月
数
に
応

じ
て
月
割
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
分
は
加
入
者
全
員
に
、
ま

た
、
介
護
分
は
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
加
入
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平成25年度の税率と賦課限度額

医療分① 後期高齢者
支援分②

介護分③
（40歳から64歳）

所得割
（加入者の前年の所得
に応じて計算）

7.8% 2.0% 1.3%

資産割
（加入者の固定資産税
額に応じて計算）

30.0% 8.0% 7.0%

均等割
（１人当り） 20,000円 5,000円 7,000円

平等割
（１世帯当り） 20,000円 6,000円 6,000円

賦課限度額 510,000円 140,000円 120,000円

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

軽減判定の基準

軽減割合
基準となる所得金額（擬制世帯主を含
む世帯主、被保険者及び特定同一世帯
所属者の所得の合計額）

7割軽減 33万円以下

5割軽減
33 万円 +（24.5 万円 ×世帯主を除
く被保険者及び特定同一世帯所属者の
数）以下

2割軽減
33 万円 +（35 万円×被保険者及び
特定同一世帯所属者の数）以下

○
倒
産
、
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ

れ
た
方
の
軽
減

　

会
社
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
り

離
職
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的
失
業

者
）
に
対
し
、
国
保
税
の
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

次
の
理
由
に
よ
り
失
業
給
付
を

　

受
け
る
方

　

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　

…
倒
産
、
解
雇
等
に
よ
る
離
職

　

雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　

…
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職

【
軽
減
内
容
】

・
国
保
税
の
う
ち
、
所
得
割
の
算

　

定
に
つ
い
て
、
前
年
の
給
与
所

　

得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
す

・
高
額
療
養
費
等
の
所
得
区
分
判

　

定
も
同
様
と
な
る

【
軽
減
期
間
】

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
月
の

　

属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

【
申
請
】

・
場
所　

町
民
税
務
課
②
窓
口

・
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
公
共
職

　

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

　

で
発
行
す
る
雇
用
保
険
受
給
者

　

証

　

な
お
、
他
の
健
康
保
険
へ
の
加

入
等
に
よ
り
国
保
を
脱
退
し
ま
す

と
、
本
軽
減
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収

　

現
金
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
い
た
だ
き
ま
す
。
（
納
期
は

８
期
あ
り
ま
す
）

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）

※
擬
制
世
帯
主
…
国
保
の
被
保
険
者
の

属
す
る
世
帯
で
、
そ
の
世
帯
主
が
国
保

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
と
な

り
、
擬
制
世
帯
主
と
い
い
ま
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者

…
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
さ
れ
た
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
と
な
っ
た
後
も
継
続
し
て

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
時
点
の
世
帯
主
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
につ

い
て

国
民
健
康
保
険
税
の納

め
方

国
民
健
康
保
険
税
の

計
算
方
法

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
に
つ
い
て

31
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65
歳
未
満
で
国
保
に
加
入
し
て

い
る
人
の
う
ち
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
に
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
に
10
年
以
上
加
入
し
て

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、「
退

職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
機
関

受
診
時
の
自
己
負
担
割
合
は
一
般

の
国
保
と
同
様
で
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
年
金
証
書
を

持
参
の
う
え
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ

う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

受
け
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
更
に
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期

間
の
短
い
短
期
被
保
険
者
証

（
※
１)

が
交
付
さ
れ
、
財
産

差
押
え
等
の
滞
納
処
分
に
伴
う

調
査
等
に
着
手
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
１
年
が
過
ぎ
る
と

　

短
期
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
、

　

被
保
険
者
資
格
証
明
書
（
※
２
）

　

が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
際
は
か
か
っ
た
医
療
費
は

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
る

と
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
葬

祭
費
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
の

給
付
が
全
部
、
ま
た
は
一
部
が

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、

　

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
か

ら
滞
納
し
て
い
る
国
保
税
に
充

て
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
１　

短
期
被
保
険
者
証

　

国
民
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
使
用
期

限
が
短
期
間
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
保
険
証
の
定
期
更
新
を
役
場

窓
口
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
対
象
者
（
注
１
）
の
年

金
の
支
払
時
に
、
国
保
税
を
差
し

引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
申
し

出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

（
注
１
）
特
別
徴
収
対
象
者
の
要

件１
．
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
。

２
．
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
が
65

　
　

歳
以
上
74
歳
未
満
。

３
．
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上

　
　

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
。

４
．
世
帯
主
に
係
る
国
民
健
康
保

　
　

険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
算

　
　

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

　
　

超
え
な
い
。

○
納
付
時
期

4 月 5 月 6月 7月 8月 9月

普通徴収 ● ●  ●

特別徴収 
○ ○ ○

仮徴収

10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

普通徴収 ● ● ● ● ●

特別徴収 
◎ ◎ ◎

本徴収

※
２　

被
保
険
者
資
格
証
明
書

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

資
格
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ

け
で
、
保
険
証
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ

の
間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担

に
な
り
、
国
保
税
に
つ
い
て
は
さ

か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
時
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

を
脱
退
す
る
時
も
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る

と
、
本
来
支
払
う
必
要
の
な
い
国

保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内

に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課 

（
資　

格
）
町
民
Ｇ
(84)
１
９
６
５

（
国
保
税
）
税
務
Ｇ
(84)
１
９
６
６

 こんな時は手続きを 手続きに必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

勤務先の健康保険をやめた時 印鑑、勤務先の健康保険をやめた証明書

勤務先の健康保険の被扶養者でなくなった時 印鑑、被扶養者でなくなった事が分かる証明書

子供が産まれた時 印鑑、保険証、母子手帳

生活保護を受けなくなった時 印鑑、保護廃止決定通知

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出する時 印鑑、保険証

勤務先の健康保険に加入した時
印鑑、国民健康保険と勤務先の健康保険の両方の
保険証

勤務先の健康保険の被扶養者になった時

死亡した時
印鑑、保険証 ( 世帯主死亡の場合は世帯全員の保
険証 )、死亡を証明するもの

生活保護を受け始めた時 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他

退職者医療制度の対象となった時 印鑑、保険証、厚生・共済年金証書

町内で住所が変わった時 印鑑、保険証

世帯主や氏名が変わった時 印鑑、保険証

加
入
、
脱
退
に
は

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
につ

い
て
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今
年
も
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
夏
本
番
に
向
け
て
、
熱
中
症

に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
熱

中
症
は
、
気
温
だ
け
で
な
く
湿
度

や
日
差
し
の
違
い
も
関
わ
り
、
発

生
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

急
に
暑
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

私
た
ち
の
身
体
が
暑
さ
に
な
れ
て

い
な
い
た
め
、
体
温
調
節
が
う
ま

く
で
き
ず
に
、
熱
中
症
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
５
月
ご
ろ
か

ら
、
天
気
予
報
で
「
熱
中
症
に
ご

注
意
を
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

そ
の
た
め
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
な
ぜ
起
こ
る
の
か

を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
予
防
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り
予
防

し
て
、
元
気
に
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が
高

い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
・

　

熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が
高

い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
・

め
ま
い
・
体
が
だ
る
い
・
け
い
れ

ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な

症
状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
重
症

に
な
る
と
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室

温
や
湿
度
が
高
い
場
合
、
熱
中
症

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
次
の
事
に
気
を
つ
け
、
熱
中

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
は
日
陰
を
選
び
、
帽
子

や
日
傘
を
利
用
す
る

・
す
だ
れ
・
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し

直
射
日
光
を
防
ぐ

・
窓
を
開
け
風
通
し
を
よ
く
す
る

・
高
齢
者
は
上
手
に
エ
ア
コ
ン
を

使
う

・
最
近
開
発
さ
れ
て
い
る
吸
汗
・

速
乾
素
材
の
服
を
活
用
す
る

・
襟
元
は
な
る
べ
く
ゆ
る
め
て
通

気
を
す
る

・
の
ど
が
渇
く
前
、
ま
た
は
外
出

す
る
前
か
ら
水
分
を
補
給
す
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
補
給
し
た
水
分

以
上
の
水
分
が
尿
で
排
泄
さ
れ

る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
水

分
補
給
は
避
け
る

・
暑
い
環
境
に
体
が
慣
れ
る
に
は

１
か
月
程
度
か
か
る
の
で
、
暑

く
な
り
始
め
や
急
に
暑
く
な
る

日
に
は
熱
中
症
に
気
を
つ
け
る

・
日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
汗
を
か
く
習
慣
を
身
に
つ

け
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
体

づ
く
り
に
取
り
組
む

・
食
事
は
抜
か
な
い

・
夜
更
か
し
は
せ
ず
、
体
を
休
め

る
・
深
酒
、
二
日
酔
い
を
し
な
い

・
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を

す
る

　

子
ど
も
は
、
地
面
の
照
り
返
し

に
よ
り
、
大
人
よ
り
も
高
い
温
度

に
さ
ら
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
、
汗

腺
な
ど
が
未
熟
で
す
。
体
温
調
整

機
能
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
遊
び

の
最
中
に
は
水
分
や
休
憩
を
こ
ま

め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
は

服
装
に
注
意
し
、
帽
子
も
必
ず
か

ぶ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
汗
を
か
き
に
く
か
っ

た
り
、
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
体

温
を
下
げ
る
た
め
の
体
の
反
応
が

弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
覚
症

状
が
な
く
て
も
熱
中
症
に
な
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
の
ど
が
か
わ
か

な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給

し
た
り
、
温
度
計
を
利
用
し
、
部

屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者

は
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理
が
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
周
り
の
方

が
気
に
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
「
熱
中
症
か

な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
風
通
し
の

よ
い
日
か
げ
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い

て
い
る
室
内
に
移
動
し
、
衣
服
を

緩
め
て
楽
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、

扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど
で
風
を
あ

て
て
、
体
を
冷
や
し
ま
す
。
意
識

が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
水
分

を
少
し
ず
つ
、
頻
回
に
取
ら
せ
ま

す
。
症
状
が
改
善
す
れ
ば
、
受
診

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
善

が
見
ら
れ
な
い
と
き
は
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い
な

ど
、
意
識
障
害
が
あ
る
と
き
や
自

力
で
水
分
摂
取
が
出
来
な
い
と
き

は
救
急
車
等
で
急
い
で
医
療
機
関

で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
自
分
の
体
調
の
変

化
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
日
中
の
暑
い
時
に
は
「
休
も

う
か
」
と
声
を
掛
け
合
い
、
適
度

な
休
憩
を
入
れ
な
が
ら
活
動
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

②
服
装
を
工
夫
す
る

③
こ
ま
め
に
水
分
を

　

補
給
す
る

①
暑
さ
を
避
け
る

⑥
体
調
管
理

⑤
暑
さ
に
備
え
た
体
作
り

　

を
す
る

④
急
に
暑
く
な
る
日
に

　

注
意
す
る
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町職員を募集します
　町では、平成 26年４月１日から採用する正職員を募集します。応募される方は、次の募集要項を

確認のうえお申し込みください。

五霞町職員募集要項

採用区分 一般行政職（本庁舎または出先機関で一般事務に従事）

採用予定人数 ５名

受験資格
昭和59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方で、大学・短大・専門学
校・高等学校を卒業または卒業見込みの方
※ただし、地方公務員法第16条(欠格事項)に該当する場合は受験できません。

試験方法
A試験（大学卒）　 ○１次試験　教養試験（作文含む。）

○２次試験　口述試験及び身体検査
※２次試験は、１次試験合格者のみ実施します。B試験（短大・高校卒等）

試験日及び 場所 ・１次試験 ９月22日㈰茨城大学（水戸市文京２-１-１）
・２次試験11月中旬　※詳細な日時及び試験場所は１次試験合格者に通知します。

合格者の発表 ・１次試験　10月中旬　　・最終合格者　11月下旬

給与

　条例等に基づき給料、扶養手当、通勤手当、住居手当、期末手当、勤勉手当、時間
外勤務手当等を支給条件に応じて支給されます。
　また、条例に基づく初任給については、前職等の経歴のある場合は、所定の金額が
加算されます。

受付期間 ７月１日㈪～７月31日㈬
午前８時30分～午後５時15分　※閉庁日は除きます。

お申し込み方法

・申込書の請求
　申込書は総務課へ請求してください。
　郵送にて請求する場合は、封筒に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、あて先
明記のうえ120円切手を貼ったA4版の返信用封筒を同封してください。
・お申し込み先
　総務課へ持参または郵送してください。
　郵送の場合は、受付期間内必着とし、封筒(A4版)の表に「採用試験申込書在中」と
朱書きすること。また、必ず簡易書留で郵送すること。（簡易書留によらない場合の
事故については、責任を負いません。）

お問い合わせ 〒306-0392　茨城県猿島郡五霞町小福田1162-1
総務課　秘書・人事Ｇ ☎（84）1111　内線226

Ｂ＆Ｇ海洋センター
スポーツ教室講座生募集！

Ｂ＆Ｇ海洋センター
スポーツ教室講座生募集！

○お申し込み方法：直接Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申し込みください。

教室名 回数 対象者※１ 募集人数 開講日 開講時間 開講式 場　　所 講　　師

ゴルフ教室 ８ 18歳以上 15 土曜日
午後6時30分
～8時

９月７日㈯
G-FIVEゴルフ場
(幸手市南)

ミズノゴルフ
インストラクター

一
いち

田
た

　裕
ゆう

一
いち

郎
ろう

教室名 回数 対象者※１ 募集人数 開講日 開講時間 開講式 場　　所 講　　師

キックボクサ
サイズ教室

8 18歳以上 40 水曜日 午後7時～9時 9月18日㈬
B&G海洋センター
（２Fアリーナ）

池
いけ

上
がみ

　靖
やす

幸
ゆき

○持ち物：汗ふきタオル、飲み物、室内シューズ、ヨガマット（バスタオル可）

○場所　ゴルフ練習場　G-FIVE（住所：幸手市南２丁目６番 20号 連絡先：0480-44-0011）

○ゴルフ教室については、別途ボール代がかかります。

※１　町内在住または在勤者のみとさせていただきます。

○募集期間：７月１日㈪～８月20日㈫（募集人数が集まり次第、締め切りとさせていただきます）

○教室中の事故については、責任を負いかねます。体操教室を受講される方は、「Ｂ＆Ｇ海洋センタースポーツ教

室」としてスポーツ安全保険に加入していただきますので、大人1,850円を添えてお申し込みください。

○お問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎84-3533 
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環
境
美
化
運
動
が

　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
し
た

　

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車

　

境
地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

環
境
美
化
運
動
の
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

に
併
せ
て
、
５
月
26
日
、
町
内
全
域
に
お

い
て
環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
道
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
拾
い
、
全
体
と
し
て
約
４
，
１
５
０

㎏
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
回
収
量
は
昨
年
度
よ
り
も
４
１
０

㎏
減
少
し
て
お
り
、
環
境
に
対
す
る
意
識

の
向
上
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
き
れ
い
な
町
を
目

指
し
、
普
段
か
ら
環
境
美
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

５
月
28
日
、
坂
東
市
総
合
体
育
館
に
お

い
て
、
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
境
地
区

大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
は
東
・
西

小
学
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
チ
ー
ム
ず
つ
出

場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
筆
記
・
実
技
試
験
を
行
い
、

大
会
に
向
け
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
団
体
の
部
で
は
五
霞
東
小
学

校
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
個
人
の
部
で
は

五
霞
東
小
学
校
鈴
木
真ま

優ゆ

さ
ん
（
５
年

生
）
が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

五
霞
東
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム
は
７
月
３
日

㈬
に
開
催
予
定
の
県
大
会
へ
団
体
戦
で
出

場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

チ
ー
ム
も
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
素
晴

ら
し
い
実
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る

　

レ
ン
タ
ル
機
材
の
提
供
に

　

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

交
通
安
全
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

町
で
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
も
と
に
、
災
害
対
応
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
５
月
16
日
に
建
設
機
械
の
レ
ン

タ
ル
や
販
売
修
理
を
行
っ
て
い
る
株
式
会

社
共
成
レ
ン
テ
ム
古
河
営
業
所
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
内
に
お
い
て
地
震
、

風
水
害
、
そ
の
他
の
災
害
等
が
発
生
し
た

場
合
に
、
町
民
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
の
要
請
に
応
じ
て
発

電
機
や
ス
ト
ー
ブ
、
仮
設
ト
イ
レ
、
仮
設

ハ
ウ
ス
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
機
材
を
優
先
的

に
避
難
所
等
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

○
協
定
先

　

株
式
会
社　

共
成
レ
ン
テ
ム　

　

古
河
営
業
所

　

６
月
11
日
、
東
西
小
学
校
交
通
公
園
に

お
い
て
、
境
地
区
交
通
安
全
協
会
五
霞
支

部
・
五
霞
町
交
通
安
全
母
の
会
・
境
警
察

署
の
協
力
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

境
警
察
署
交
通
課
署
員
に
よ
る
交
通
安

全
講
話
で
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
の
安
全
な
通
行
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
実
技
指
導
で
は
１
年
生
か
ら
３
年
生

は
「
正
し
い
歩
行
の
仕
方
」
を
、
４
年
生

か
ら
６
年
生
は
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り

方
」
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
用
し
て
の
衝

突
実
験
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
悲
惨
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
よ
り
一
層

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
が
深
ま
り
ま
し

た
。

　

児
童
が
毎
日
安
心
・
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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五
霞
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

　

修
繕
助
成
決
定
書
授
与
式
が

　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て

　

木
村
和
博
さ
ん
が

　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
修
繕
に
関
し
、

ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
財
団
か
ら
１
，
４
２
０
万
円
の
修
繕
助

成
が
決
定
さ
れ
、
５
月
10
日
、
役
場
に
お

い
て
、
助
成
決
定
書
授
与
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
月
か

ら
プ
ー
ル
テ
ン
ト
の
シ
ー
ト
の
張
り
替
え

や
給
水
管
の
全
面
改
修
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
改
修
に
よ
り
、
利
用
者
の
安
全

性
と
快
適
性
を
高
め
、
よ
り
一
層
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

　

今
後
も
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
各

種
体
育
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
活

動
、
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
ま

で
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
９
日
、
五
霞
町
役
場
に
お
い
て
、

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
木
村
和
博
さ

ん(

江
川
在
住)

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
相
談
員
に
は
、
自
衛
隊
、
自
衛
官

に
興
味
の
あ
る
志
願
者
へ
の
情
報
提
供

や
、
志
願
者
を
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本

部
へ
紹
介
す
る
な
ど
、
自
衛
隊
、
五
霞
町

及
び
地
域
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
務
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
委
嘱
式
に
併
せ
て
、
前

任
の
鳩
貝
重
雄
さ
ん
（
山
王
在
住
）
に
対

し
、
長
年
に
わ
た
る
功
労
を
称
え
、
自
衛

隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
26
回
さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合

　

管
内
高
齢
者
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

　

5
月
28
日
、
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
境
町
）
に
お
い
て
、
第
26
回
さ
し

ま
環
境
管
理
事
務
組
合
管
内
高
齢
者
親
善

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
組
合
管
内

の
市
町
か
ら
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
優
勝
を

争
い
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
宮
前
Ａ
チ
ー
ム
と
宮
前
Ｂ

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
宮
前
Ｂ
チ
ー
ム
が
2

位
と
な
る
な
ど
、
両
チ
ー
ム
と
も
に
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、
ご
近
所
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
足
を
運
ん
で
、
楽
し
く
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
第
33
回
（
春
）

　
　
　
　
　
　

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　

５
月
12
日
・
19
日
・

　
　
　
　

26
日

○
場
所　

中
学
校
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

原
宿
台
運
動
公
園

　
　
　
　

丸
池
台
球
場

○
参
加　

13
チ
ー
ム

○
結
果　

優　

勝　

原
宿
台
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　

準
優
勝　

大
福
田
チ
ー
ム

　
　
　
　

第
３
位　

原
宿
台
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

元
栗
橋
本
田
チ
ー
ム

■
第
34
回
五
霞
町
Ｇ
Ｂ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
絆
大
会

○
期
日　

５
月
30
日

○
場
所　

ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加　

10
チ
ー
ム

○
結
果　

優　

勝　

原
宿
台
チ
ー
ム

　
　
　
　

準
優
勝　

宮
前
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　

第
３
位　

宮
前
Ａ
チ
ー
ム

左から本部長、鳩貝氏、木村氏、町長
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五
霞
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

第
６
回
さ
つ
き
展
が

　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

茨
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
主
催
す

る
「
平
成
24
年
度
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収

事
業
」
に
お
い
て
、
五
霞
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
の
ハ
ガ
キ
回
収
率
が
１
０
０
％
に

達
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
中

山
秀
樹
会
長
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

ハ
ガ
キ
は
、
各
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

を
通
じ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
よ
り
回
収
し
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
回
収
し
た
ハ
ガ
キ
は
換
金
後
、

県
・
地
区
・
各
市
町
村
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
の
活
動
の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
継
続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
集
ま
っ
た
ハ
ガ
キ
の
枚
数
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

　

員
数
で
割
り
返
し
回
収
率
と
し
て
お
り
、

　

１
人
１
枚
以
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
の
３
日

間
、
道
の
駅
「
ご
か
」
情
報
館
前
に
お
い

て
、
文
化
協
会
加
盟
団
体
五
霞
町
さ
つ
き

会
主
催
の
第
６
回
五
霞
町
さ
つ
き
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
及
び
近
隣
市
町
の
さ
つ
き
愛
好
家

の
皆
さ
ん
が
、
丹
精
込
め
て
育
て
あ
げ
ら

れ
た
さ
つ
き
が
数
多
く
出
展
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
場
者
の
み
な
さ
ん
は
、
見
事
な
花
を

咲
か
せ
た
さ
つ
き
に
足
を
止
め
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
霞
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る

　

美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

さ
か
い
ふ
る
さ
と
祭
り

　

（
花
火
大
会
）
開
催
に
伴
う

　

駐
車
場
の
開
放
に
つ
い
て

　

６
月
8
日
、
五
霞
町
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
運
動
は
、
青
年
部
と
地
域
に
お
け

る
絆
を
確
認
す
る
と
と
も
に
感
謝
し
、
今

後
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
全
国
の
商
工
会
青
年
部
員
が
同

日
・
同
時
刻
に
様
々
な
運
動
を
実
施
し
た

も
の
で
あ
り
、
当
町
で
は
、
国
道
4
号
線

跨
道
橋
下
に
捨
て
ら
れ
た
可
燃
ご
み
や
び

ん
及
び
缶
類
等
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

環
境
美
化
に
関
す
る
運
動
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
き
れ

い
な
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

境
町
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
か
い
ふ
る
さ

と
祭
り
（
花
火
大
会
）
」
に
合
わ
せ
て
、
山
王

ス
ー
パ
ー
堤
防
の
駐
車
場
を
開
放
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月
21
日
㈰

　

午
後
６
時　

駐
車
場
開
放

　

午
後
７
時
30
分　

花
火
打
上
げ

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
順
延

○
開
放
場
所　

山
王
ス
ー
パ
ー
堤
防

　

駐
車
場
（
２
０
０
台
程
度
）

○
そ
の
他　

駐
車
の
際
は
係
員
の
指
示
に

　

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
実
施
の
有
無
に
関
す
る
こ
と

　

境
町
観
光
協
会　

☎
（81）
１
３
１
９

・
駐
車
場
に
関
す
る
こ
と

　

産
業
課　

地
域
産
業
Ｇ　

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）
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児
童
館

児
童
館

こ
ど
も
の
広
場

こ
ど
も
の
広
場

７

月

の

行

事

予

定

　

５
月
27
日
、
南
児
童
館
に

お
い
て
「
み
ん
な
で
ク
ッ
キ

ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。
手

巻
き
ず
し
の
海
苔
の
か
わ
り

に
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
で
巻
く

サ
ラ
ダ
巻
き
を
作
り
ま
し

た
。
き
ゅ
う
り
や
ツ
ナ
缶
の

サ
ラ
ダ
系
と
、
人
参
や
ゴ
ボ

ウ
た
っ
ぷ
り
の
肉
そ
ぼ
ろ
の

二
種
類
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

野
菜
が
食
べ
ら
れ
な
い
子

も
、
美
味
し
い
と
言
い
な
が

ら
、
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
家
で
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
よ
う
と

持
ち
か
え
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
西
児
童
館

に
お
い
て
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
幼

児
か
ら
小
学
生
ま
で
が
参
加

し
て
７
つ
の
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
館
長

さ
ん
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
た

り
、
空
き
缶
積
み
や
公
園
の

遊
具
の
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
ー

し
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
を
走
り
回
っ
て
集
め

た
７
つ
の
ス
タ
ン
プ
に
み
ん

な
大
喜
び
で
し
た
。
最
後
に

参
加
賞
の
ア
イ
ス
を
食
べ
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

南
児
童
館　
　
　
　

☎
(84)
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
　

１
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

４
日
㈭

・
皆
で
エ
ア
ー
ホ
ッ
ケ
ー　

８
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

11
日
㈭

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

18
日
㈭

・
お
楽
し
み
会　
　
　
　
　

19
日
㈮

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ　

22
日
㈪

西
児
童
館　
　
　
　

☎
(84)
２
３
２
１

・
星
に
願
い
を　
　
　
　
　

４
日
㈭

・
ち
び
っ
こ
広
場　
　
　
　

５
日
㈮

・
王
様
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
11
日
㈭

・
避
難
訓
練　
　
　
　
　
　

12
日
㈮

・
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ　
　

17
日
㈬

・
そ
う
め
ん
流
し

　
　

（
母
親
ク
ラ
ブ
主
催
）
20
日
㈯

・
カ
ー
ド
合
わ
せ
ゲ
ー
ム　

26
日
㈮

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
の
権
利
で
、
人
種
や
民
族
、
性
別
を
超

え
て
万
人
に
共
通
し
た
一
人
ひ
と
り
に
備

わ
っ
た
権
利
で
す
。
人
権
は
難
し
い
も
の

と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
生

活
に
密
接
に
関
係
あ
る
こ
と
で
す
。
常
に

関
心
を
も
っ
て
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え

て
く
だ
さ
い
。

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的

過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
的
差
別
に

よ
っ
て
、
国
民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、

経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
い
状
態

を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
同
和
問
題
は
、

こ
れ
ら
の
人
々
が
、
今
な
お
結
婚
を
妨
げ

ら
れ
た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た

り
、
そ
の
他
、
日
常
生
活
で
い
ろ
い
ろ
な

差
別
を
受
け
る
と
い
う
、
重
大
な
人
権
問

題
で
す
。
政
府
が
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）

年
以
降
各
種
の
特
別
対
策
を
講
じ
て
き
た

結
果
、
実
態
的
差
別
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、

　

え
せ
同
和
行
為
と
は
、
い
か
に
も
同
和

問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に

装
っ
て
不
当
な
寄
附
を
募
っ
た
り
、
高
額

な
書
籍
を
売
り
付
け
た
り
と
い
っ
た
行
為

を
、
「
え
せ
同
和
行
為
」
と
い
い
ま
す
。

示
談
金
な
ど
と
称
し
て
不
当
な
金
銭
要
求

を
す
る
こ
と
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
な

行
為
の
横
行
は
、
同
和
問
題
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
を
植
え
付
け
、
同
和
問
題
の

解
決
を
拒
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
え
せ
同
和
行
為
に
対
し
て
は
、
行
政

機
関
や
企
業
な
ど
が
密
接
に
連
携
し
、
不

当
な
要
求
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
を
取
る

こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
は
特
別
対
策

も
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め

と
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
の
取
組
み
に
よ

り
、
心
理
的
差
別
に
つ
い
て
も
そ
の
解
消

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
差
別
事
象
が
跡
を

絶
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
解
決
に

は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
に
つ

い
て
、
一
層
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
意
識

を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
自
ら
を
啓
発

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

人権は人権は
身近なものです身近なものです

総務課
人権推進室

え
せ
同
和
行
為
を
許
さ
な
い

み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
南
児
童
館
〜

同
和
問
題
の
解
決
に
は

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

〜
西
児
童
館
〜
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同
じ
世
帯
の
70
歳
以
上
で
、
国
保

　

加
入
者
の
前
年
中
の
収
入
金
額
が

　

一
定
未
満
の
と
き
は
、
申
請
に
よ

　

り
2
割
負
担
（
平
成
26
年
3
月
31

　

日
ま
で
1
割
）と
な
り
ま
す
。（
該

　

当
す
る
方
に
は
通
知
し
ま
す
）。

　

負
担
額
、
負
担
割
合
の
変
更
は
、

　

基
準
に
該
当
し
て
も
申
請
が
な
け

　

れ
ば
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
ま
た
は
収
入
額
に
変
更
が
あ

　

っ
た
と
き
は
、
負
担
割
合
が
変
わ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
者
証
は
1
年
ご
と
に
毎
年
8

　

月
1
日
の
更
新
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

お

し

ら

せ

（
建
設
環
境
課)

　

ご
み
の
分
別
方
法
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
雑
草
】

　

土
を
き
ち
ん
と
払
い
落
し
、
土
が

付
い
て
い
な
い
状
態
で
袋
に
入
れ
、

可
燃
ご
み
の
回
収
日
に
集
積
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
や
泥
は
混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
飲
料
、
酒

類
、
し
ょ
う
ゆ
が
入
っ
て
い
た
も
の

で
、
無
色
透
明
な
も
の
の
み
で
す
。

　

ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん
と

（
町
民
税
務
課
）

　

国
民
健
康
保
険
で
は
70
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
被
保
険
者
に
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育
・

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
相
談
場
所

　

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

◆
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

　

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤

　

や
油
が
入
っ
て
い
た
容
器
は
、
可

　

燃
ご
み
の
回
収
日
に
集
積
所
へ
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
か
ん
類
】

　

お
菓
子
の
缶
や
粉
ミ
ル
ク
の
缶
に

つ
い
て
は
、
不
燃
ご
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
か
ん
類
に
混
入
さ
せ
ず
、
不

燃
ご
み
の
回
収
日
に
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
剪
定
枝
】

　

1
本
の
太
さ
が
５
㎝
以
下
、
束
ね

た
直
径
が
30
㎝
以
下
に
な
る
よ
う
に

束
ね
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
内
容
が
守
ら
れ
て
い
な
い

も
の
は
、
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
ご
み
の
分
別
等
で
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
で
の
確
認
、
ま
た
は
建

設
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
環
境
課　

生
活
環
境
Ｇ　

　

☎
(84)
３
６
１
８
（
直
通
）

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
は
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
8
月
1
日
か
ら
使

用
す
る
高
齢
受
給
者
証
は
7
月
下
旬

に
発
送
予
定
で
す
。
8
月
か
ら
は
新

し
く
送
付
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
8
月
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
、
有

　

効
期
限
切
れ
の
高
齢
受
給
者
証
は

　

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
に
か
か
る
際
に
は
、
被

保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は

○
対
象
者　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

※
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
月
の
翌      

　

月
1
日
（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
誕

　

生
月
）
か
ら
有
効
で
す
。
該
当
者

　

に
は
郵
送
で
高
齢
受
給
者
証
を
送

　

付
し
ま
す
。
75
歳
未
満
で
後
期
高

　

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
は
対
象

　

か
ら
除
き
ま
す)

○
負
担
額

　

外
来
時
の
医
療
費
の
負
担
割
合

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
2
割
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

　

1
割
）
…
各
種
控
除
後
の
課
税
所

　

得
額
が
１
４
５
万
円
未
満

・
３
割
…
各
種
控
除
後
の
課
税
所
得

　

額
が
１
４
５
万
円
以
上
（
一
定
以

　

上
所
得
者
）

※
負
担
割
合
は
毎
年
判
定
し
ま
す
。

※
3
割
負
担
と
な
っ
た
人
の
う
ち
、

ご
み
の
出
し
方
の

注
意
点
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
送
付
の

お
知
ら
せ

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ



　７月のたんぽぽクラブは、身体測定・製作・プール遊び、誕生日会・夏祭り（申し込み
が必要です。）を予定しております。お友達をお誘いうえぜひお越し下さい。

場　　所：五霞第一幼稚園内（たんぽぽクラブ保育室）
対　　象：さくらんぼクラス　毎週月曜日　10：00～11：00
　　　　　０～２才(平成 23 年 4月 1日～平成 26年 3月 31 日）
　　　　　りんごクラス　　　毎週水曜日　10：00～11：00
　　　　　３～４才 (平成 21 年４月１日～平成 23年３月 31日）
持 ち 物：上履き・水筒
室内開放：火・木・金曜日　10：00～11：30
園庭開放：月～金曜日　　　10：00～11：30／13：00～15：00
※預り保育を行っております。詳しくはお問い合わせ下さい。
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（
町
民
税
務
課
）

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
有
効
期
限
が

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者

証
を
７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
８
月
か
ら
は
新
し
く
送
付
さ
れ

る
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

８
月
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
、
有

効
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以

上
の
方
（
一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の

方
は
65
歳
以
上
）
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

前
年
中
に
給
与
賃
金
等
の
支
払
い

を
受
け
た
方
や
営
業
、
農
業
等
に
よ

る
事
業
収
入
が
あ
る
方
で
、
町
県
民

税
の
納
税
通
知
書
が
６
月
に
到
着
し

な
か
っ
た
方
（
町
県
民
税
の
給
与
天

引
き
に
よ
る
納
税
者
及
び
非
課
税
者

は
除
く
）
は
、
所
得
の
確
定
申
告
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か

ず
、
お
か
し
い
な
？
と
思
わ
れ
ま
し

た
ら
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

国
民
に
は
所
得
の
申
告
を
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
故
意
に
申
告
を
逃

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）（

産
業
課
）

　

近
年
、
町
内
の
水
田
で
カ
メ
ム
シ

に
よ
る
稲
の
被
害
（
斑
点
米
）
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
に
よ
る
「
斑
点
米
」

が
、
等
級
を
下
げ
る
大
き
な
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

畦
畔
雑
草
の
除
草
な
ど
、
出
穂
10

〜
５
日
前
ま
で
に
行
う
こ
と
が
効
果

的
で
す
。
出
穂
期
に
行
う
と
、
カ
メ

ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込
む
こ
と
と

な
る
た
め
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

カ
メ
ム
シ
類
は
、
行
動
範
囲
が
広

い
た
め
、
除
草
作
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
化
と
地
域
に
お
け
る
生
産
者
皆
様

方
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
産
業
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

9
月
16
日
㈪
に
高
齢
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
入
籍
50
年
目
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

今
年
度
金
婚
（
入
籍
50
年
目
）
を

迎
え
ら
れ
る
町
内
在
住
の
ご
夫
婦

（
昭
和
38
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
39

年
3
月
31
日
ま
で
に
入
籍
の
ご
夫

婦
）

○
お
申
し
込
み
期
間

　

８
月
23
日
㈮
ま
で

○
注
意

　

期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
方
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

○
そ
の
他

　

五
霞
町
に
本
籍
地
が
な
い
方
は
、

戸
籍
謄
本
（
婚
姻
期
日
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
Ｇ　

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

２
０
１
３
年
７
月
８
日
か
ら
、
外

国
人
住
民
の
方
に
つ
い
て
も
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
外
国
人
住
民
の
方

の
住
民
票
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載

さ
れ
、
２
０
１
３
年
７
月
８
日
か
ら

住
民
票
コ
ー
ド
を
ご
本
人
宛
に
町
民

税
務
課
か
ら
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
の
申
請
・
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

○
総
務
省
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
制

度
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
６
６-

６
３
０

・
Ｉ
Ｐ
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
利
用

　

☎
０
３-

６
３
０
１-

１
３
３
７

２
０
１
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

カ
メ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て

今
年
金
婚
式

（
入
籍
50
年
目
）
を

迎
え
る
方
へ

外
国
人
住
民
の
方
も

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
送
付
及
び

保
険
料
の
お
知
ら
せ

所
得
の
申
告
、
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
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（
建
設
環
境
課
）

　

町
道
の
補
修
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
１
号
線
道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

小
福
田
地
内

・
町
道
３
号
線
道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

幸
主
地
内

・
町
道
６
号
線
道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

原
宿
台
地
内

・
町
道
２
０
５
７
・
２
０
５
８
号
線

　

道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

冬
木
地
内

・
町
道
２
１
３
７
・
２
１
３
８
号
線

　

道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

江
川
地
内

・
町
道
51
号
線
道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

小
手
指
地
内

・
町
道
54
号
線
道
路
舗
装
工
事

○
工
事
期
間　

９
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　

元
栗
橋
地
内

○
お
問
い
合
わ
せ　

建
設
環
境
課

　

建
設
都
市
計
画
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７

(

健
康
福
祉
課)

　

首
都
圏
を
中
心
に
風
し
ん
が
流
行

し
て
い
ま
す
。
妊
娠
初
期
の
女
性
が

風
し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に

深
刻
な
影
響
が
で
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
方
で
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

と
そ
の
夫
ま
た
は
妊
婦
の
夫

○
接
種
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

○
助
成
額
（
一
回
限
り
）

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

三
千
円

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

五
千
円

○
助
成
の
受
け
方　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
る

「
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書
」に
領
収
書（
接

種
ワ
ク
チ
ン
名
、
接
種
日
及
び
被
接

種
者
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
を
添
付

し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

道
路
工
事
の

実
施
に
つ
い
て

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
の

一
部
助
成
に
つ
い
て
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募

集

相

談

（
健
康
福
祉
課
）

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
、
ヒ
ブ
・
小

児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
が
、
定
期
予
防
接

種
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
接
種
の
対
象
に
な

る
お
子
様
の
保
護
者
の
方
は
、
予
防

接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
に
つ
い

て
ご
理
解
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

接
種
時
に
町
に
住
所
を
有
し
、
左

記
の
年
齢
に
該
当
す
る
方
で
す
。

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

対
象
年
齢
は
、
生
後
２
か
月
か
ら

５
歳
に
な
る
前
日
ま
で
で
す
。

※
接
種
間
隔
を
守
っ
て
予
防
接
種
を

　

受
け
て
下
さ
い
。
発
熱
等
に
よ
り
、

　

医
師
か
ら
接
種
で
き
な
い
と
判
断

　

さ
れ
た
場
合
の
み
、
接
種
間
隔
を

　

超
え
て
も
、
公
費
で
接
種
で
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

対
象
年
齢
は
、
小
学
六
年
生
か
ら

高
校
一
年
生
の
女
子
で
、
標
準
的
な

接
種
年
齢
は
中
学
一
年
生
で
す
。

（
健
康
福
祉
課
）

　

こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
の
心
配
の

あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等
に
よ
る
発

達
相
談
を
、
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
相
談
で
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

○
日
時　

　

７
月
12
日
㈮　

８
月
９
日
㈮

　

９
月
６
日
㈮

○
受
付　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(84)
１
９
１
０

（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相

談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

○
日
時　

　

７
月
10
日
㈬　

８
月
７
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所　

ひ
ば
り
の
里

※
８
月
は
第
１
水
曜
日
の
開
催
と
な

　

り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

産
業
課　

地
域
産
業
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課)

　

離
乳
食
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
？

（
健
康
福
祉
課)

　

親
子
で
料
理
を
つ
く
り
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

７
月
30
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

○
対
象
者

　

小
学
校
低
学
年
児
童
と
保
護
者

　

(

先
着
10
組)

○
参
加
費　

1
人
１
０
０
円

○
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
期
限

　

７
月
25
日
㈭
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

食
生
活
改
善
推
進
会
事
務
局

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内　

　

☎
(84)
１
９
１
０

○
日
時

　

８
月
６
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
午
前
９
時
45
分
受
付
）

○
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　

４
〜
６
ヵ
月
児
と
そ
の
保
護
者

　

（
町
内
在
住
の
方
）

○
内
容

　

離
乳
食
の
お
話
・
試
食
・
子
育
て

　

講
話
な
ど

○
定
員　

10
組
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　

８
月
２
日
㈮
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

○
接
種
方
法

　

委
託
医
療
機
関
（
猿
島
郡
医
師
会

　

加
盟
医
療
機
関
）
で
の
個
別
接
種

　

で
す
。
直
接
医
療
機
関
に
予
約
の

　

う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
委
託
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た 

　

場
合
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
物

・
母
子
健
康
手
帳

・
健
康
保
険
証
な
ど
、
氏
名
や
生
年

月
日
等
が
確
認
で
き
る
も
の

・
予
診
票

※
接
種
回
数
や
標
準
的
な
接
種
間
隔

　

等
の
詳
細
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

　

先
日
開
催
さ
れ
た
予
防
接
種
に
関

す
る
専
門
家
に
よ
る
会
議
で
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を

否
定
で
き
な
い
重
篤
な
副
反
応
が
接

種
後
に
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
6
月

14
日
付
け
で
厚
生
労
働
省
よ
り
副
反

応
の
発
生
頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か
に

な
り
、
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る

ま
で
の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に

勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
勧
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

接
種
の
際
に
は
、
有
効
性
及
び
安

全
性
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
う

え
で
お
願
い
し
ま
す
。

ヒ
ブ
等
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
つ
い
て

す
く
す
く
相
談
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ

離
乳
食
教
室
参
加
者
募
集

親
子
料
理
教
室参

加
者
募
集
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こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
を
満

た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
場
合
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
」
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断

を
行
い
、
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能

の
確
認
や
耐
震
化
の
意
識
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

【
対
象
住
宅
】

　

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
町
内
に
建
築
さ
れ
て
い
て
、

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
対
象
住
宅
の
所

有
者
が
税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い

こ
と
が
条
件
で
す
。(

所
有
者
が

複
数
の
場
合
は
代
表
者)

⑴
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
ま
た
は

　

店
舗
等
併
用
住
宅
（
床
面
積
の

　

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
で
あ
る

　

も
の
に
限
る
。
）
で
、
2
階
以

　

下
の
も
の
。

⑵
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

　

工
さ
れ
、
建
築
確
認
を
受
け
て

　

建
築
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
建

　

築
時
に
お
い
て
建
築
基
準
法
に

　

該
当
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く
。

⑶
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁

　

工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の
。　

　

（
丸
太
組
工
法
及
び
プ
レ
ハ
ブ

　

工
法
な
ど
の
よ
う
な
特
殊
な
工

　

法
に
よ
り
建
築
さ
れ
て
い
る
も

　

の
は
対
象
外
）

(

注
１)　

こ
の
耐
震
診
断
は
，
地

震
で
の
倒
壊
の
可
能
性
や
補
強
の

必
要
性
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
す

の
で
，
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

害
状
況
を
診
断
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
被
災
度
区
分
判
定
を

希
望
す
る
場
合
は
，
各
自
で
建
築

士
事
務
所
な
ど
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
診
断
費
用(

個
人
負
担)

】

　

一
戸
あ
た
り
2
千
円

【
募
集
戸
数
】

　

先
着
10
戸

【
お
申
し
込
み
期
間
】

　

７
月
８
日(

月)

〜
７
月
31
日
㈬

（
閉
庁
日
を
除
く
。
な
お
、
定
数
に

達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分【
必
要
書
類
】

⑴
申
込
書

⑵
建
築
時
期
及
び
延
床
面
積
が
確

　

認
で
き
る
も
の

⑶
概
略
平
面
図
（
建
築
確
認
申
請

　

書
が
あ
れ
ば
そ
の
写
し
）

【
お
申
し
込
み
方
法
】

　

建
設
環
境
課
に
備
え
付
け
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
所
定
の

事
項
を
記
入
の
う
え
建
設
環
境
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
か
ら
診
断
ま
で
の

流
れ
】

⑴
申
込
受
付
後
に
、
内
容
の
確
認

　

を
行
い
、
派
遣
住
宅
と
派
遣
す

　

る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
決

　

定
し
ま
す
。

⑵
派
遣
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

町
か
ら
申
込
者
に
通
知
を
送
付

　

し
ま
す
。
（
派
遣
が
決
定
し
た

　

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
派
遣
決

　

定
通
知
に
個
人
負
担
金
納
入
の

　

ご
案
内
も
同
封
し
ま
す
。
）

⑶
派
遣
が
決
定
し
た
方
に
は
、
診

　

断
士
が
直
接
日
程
の
調
整
を
行

　

い
、
診
断
に
伺
う
こ
と
に
な
ま

　

す
。
円
滑
な
日
程
調
整
と
診
断

　

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

町
で
関
係
し
て
い
る
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
助
成
は
本
制
度
の
み

で
す
。
派
遣
す
る
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
が
、
補
強
工
事
の
見
積
の

提
示
や
補
強
工
事
の
契
約
の
勧
誘

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

疑
わ
し
い
セ
ー
ル
ス
等
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
及
び
受
付
窓
口
】

　

建
設
環
境
課　

建
設
都
市
計
画
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

　

下
館
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

（
町
民
税
務
課
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
本
人

か
ら
の
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま

す
。
免
除
に
は
、
全
額
免
除
と
３
段

階
の
一
部
免
除
（
２
分
の
１
免
除
、

４
分
の
１
免
除
、
４
分
の
３
免
除
）

が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
す
る
月
々
の
保
険
料
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
平
成
25
年
度
）

４
分
の
１
免
除　

１
１
，
２
８
０
円

２
分
の
１
免
除　
　

７
，
５
２
０
円

４
分
の
３
免
除　
　

３
，
７
６
０
円

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
期
間　

７
月
か
ら
翌
年
６
月

○
申
請　

町
民
税
務
課
②
窓
口

○
持
参
す
る
も
の　

印
鑑

　

失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

　

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

　

「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」

　

こ
の
ほ
か
猶
予
ま
た
は
免
除
の
制

度
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。

▼
「
若
年
者
猶
予
制
度
」
30
歳
未
満 

の
方
の
保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査

あ
り
）

▼
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
学
生
の

方
の
保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査
あ

り
）

▼
「
法
定
免
除
」
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
給

し
て
い
る
方
の
保
険
料
が
免
除

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
に

な
っ
た
期
間
中
に
、
ケ
ガ
や
病
気
で

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格

期
間
（
25
年
間
）
に
も
算
入
さ
れ
ま

す
。

老齢基礎年金 障害基礎年金
遺族基礎年金
（受給期間算入）受給期間への算入 年金額への反映

納　　付 ◯ ◯ ◯

全額免除 ◯    ◯※2 ◯

一部納付※1 ◯     ◯※3 ◯

若年者納付猶予
学生納付特例

◯ × ◯

未　納 × × ×

※１　一部納付の承認を受けている期間は、一部納付の保険料を納付していることが必要
※２　２分の１が国庫負担される（平成２１年４月分から）
※３　４分の１納付は「５/８」が反映　２分の１納付は「６/８」が反映
　　　４分の３納付は「７/ ８」が反映（いずれも平成２１年４月分から）

国
民
年
金
保
険
料
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

五
霞
町
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
支
援
し
ま
す
！
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○
開
催
日
時

　

８
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
・
17
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時

○
対
象
者

　

３
歳
以
上
の
親
子

※
祖
父
母
と
孫
な
ど
、
親
子
以
外
で                                                                                                                                              

　

も
可

○
参
加
費

　

毎
回
プ
ー
ル
入
場
料

　

高
校
生
以
上　
　

２
０
０
円

　

小
中
学
生　
　
　

１
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料

○
募
集
定
員　

15
組

○
受
付
日
時

　

７
月
21
日
㈰
〜
27
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
７
月
22
日
㈪
は
休
館
日

○
お
申
し
込
み

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
先
着
順
で
受
付
し
ま
す
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他

　

同
意
書
に
押
印
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
認
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
(87)
７
２
２
３

○
日
時　

７
月
27
日
㈯　

　

第
１
回

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
10
分

　

第
２
回

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
40
分

※
第
１
回
、
第
２
回
と
も
に
同
じ
内

　

容
で
す
。
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

○
会
場

　

古
河
市
中
央
運
動
公
園

　

総
合
体
育
館

※
上
履
き
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
説
明
内
容

　

学
校
概
要
及
び
入
学
者
選
抜
等

○
対
象　

参
加
希
望
者

　

（
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
申
込

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp
://w

w
w
.k
o
g
a
-cs.e

d
.jp

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
立
古
河
中
等
教
育
学
校

　

☎
（92）
４
５
５
１

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
頭
を
強

く
ぶ
つ
け
た
り
、
脳
卒
中
等
の
病
気

で
脳
に
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
を
原
因
と

し
た
後
遺
症
で
す
。
高
次
脳
機
能
障

害
は
外
見
か
ら
は
わ
か
り
づ
ら
く
、

周
り
か
ら
見
過
ご
さ
れ
た
り
、
本
人

も
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

茨
城
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
専
任
の
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
と
、
自

立
訓
練
や
就
労
移
行
支
援
な
ど
身
体

障
害
者
や
高
次
脳
機
能
障
害
者
に
対

象
と
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
６
（78）
２
６
０
５

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ

り
、
不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
６
日
㈫

　

12
時
50
分
受
付
開
始

○
場
所　

茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎

　

５
階
厚
生
室

○
公
売
不
動
産

　

売
却
区
分
番
号　

25

－

10

　

見
積
価
額　

２
７
３
万
円

　

公
売
保
証
金　
　

28
万
円

　

財
産
の
表
示
（
登
記
簿
に
よ
る
表

　

示
）

　
（
土
地
）
元
栗
橋
字
元
割
５
０
８
４

　
　
　
　

番
１　

　

宅
地　

２
１
０
．
４
９
㎡

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

※
公
売
不
動
産
等
の
詳
細
は
、
役
場

　

町
民
税
務
課
で
公
売
広
報
を
無
料

　

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
、
茨
城
租
税
債
権
管

　

理
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

　

ib
a
ra
k
i-so
ze
i.jp
/

）
で
も
詳
し

　

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
１
２
２
１

　

研
修
が
で
き
ま
す
。

・
勤
務
条
件
等
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
研
修
期
間
は
最
大
６
ヵ
月
で
、
研

　

修
後
そ
の
ま
ま
就
業
可
能
で
す
。

※
①
〜
③
の
組
み
合
わ
せ
は
自
由
で
す
。

○
研
修
費　

無
料

※
教
材
費
等
一
部
負
担
あ
り

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
看
護
教
育
財
団

（
結
城
看
護
専
門
学
校
内
）

　

☎
０
２
９
６
（33）
１
９
２
２

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
、
県
民
の
生

涯
を
通
じ
た
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
た
「
８
０
２
０
・
６
４
２

４
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

昭
和
８
年
３
月
31
日
以
前
の
生
ま 

　

れ
で
（
80
歳
以
上
）
、
自
分
の
歯 

　

を
20
本
以
上
お
持
ち
の
方
（
治
療

　

さ
れ
て
い
て
も
結
構
で
す
）

○
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
茨

　

城
県
歯
科
医
師
会
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
限　

７
月
19
日
㈮

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
歯
科
医
師
会　

　

☎
０
２
９
（
２
５
２
）
２
５
６
１

　

茨
城
県
看
護
教
育
財
団
で
は
、
茨

城
県
県
西
地
域
で
再
就
業
を
希
望
す

る
潜
在
看
護
師
等
に
対
す
る
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

①
講
義
研
修

・
結
城
看
護
専
門
学
校
に
お
い
て
、

　

７
〜
８
月
に
５
日
間
実
施
し
ま
す
。

・
12
歳
ま
で
は
無
料
託
児
施
設
が
あ

　

り
ま
す
。

②
実
務
研
修

・
医
療
機
関
に
お
い
て
、
就
業
に
必

　

要
な
技
術
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

・
５
日
コ
ー
ス
、
10
日
コ
ー
ス
が
あ

　

り
、
医
療
機
関
は
希
望
で
選
択
で

　

き
ま
す
。

③
雇
用
一
体
型
試
用
研
修

・
希
望
の
医
療
機
関
で
働
き
な
が
ら

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
親
子
水
泳
教
室

の
開
催
に
つ
い
て

茨
城
県
立

古
河
中
等
教
育
学
校

平
成
25
年
度
学
校
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
相
談
窓
口
に
つ
い
て

不
動
産
公
売
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

８
０
２
０
高
齢
者
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

看
護
職
の
資
格
を
も
う
一
度

い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

　

（
町
民
税
務
課
）

　

平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日　

７
月
31
日
㈬

　

午
後
7
時
ま
で

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

○
受
付
期
間　

７
月
16
日
㈫
〜
25
日

　

㈭
（
７
月
25
日
消
印
有
効
）

※
申
込
書
は
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い

　

て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内
の

　

方
及
び
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
高

　

等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

○
第
１
次
試
験
日

　

９
月
15
日
㈰

○
第
１
次
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

　

作
文
試
験

○
第
２
次
試
験
日

　

10
月
中
旬
〜
下
旬

○
第
２
次
試
験
種
目

　

人
物
試
験
（
個
別
面
接
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー   

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

○
お
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
８
４
２
１

下水道
受益者負担金

上下水道課
(川妻浄水場)

下水道G

☎(84)3346

上下水道料金

上下水道課
(川妻浄水場)

水　道G
下水道G

☎(84)3000

保育料

健康福祉課
(役場)

社会福祉G

☎(84)0006

介護保険料

健康福祉課
(役場)

高齢者支援G

☎(84)0006

町  税  等
学校給食費

町民税務課
教育委員会
(役場)

税　　務G
学校教育G

☎(84)1966

対象税等

担当課
(開設場所)

担　　当
グループ

電　　話

　

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
の
消
防

官
を
募
集
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
数　

消
防
職
、
23
名

○
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人
。
高
校
、
短
大
（
高

　

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
含
む
）
、

　

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

　

26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
等

○
身
体
的
要
件

・
身
長　

お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上

・
体
重　

お
お
む
ね
50
㎏
以
上

・
胸
囲　

身
長
の
お
お
む
ね
２
分
の

　

１
以
上

・
視
力　

嬌
正
視
力
を
含
み
両
眼
で

　

０
．
７
以
上
、
か
つ
一
眼
で
そ
れ

　

ぞ
れ
０
．
３
以
上
で
あ
る
こ
と
、

　

赤
色
、
青
色
及
び
黄
色
の
色
彩
の

　

認
識
が
で
き
る
こ
と

・
聴
力　

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と

・
そ
の
他　

心
身
と
も
に
健
康
で
消

　

防
官
と
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
た

　

め
に
必
要
な
能
力
と
体
力
が
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど

○
受
験
お
申
し
込
み
期
間

　

７
月
８
日
㈪
〜
８
月
２
日
㈮

※
郵
送
は
８
月
３
日
消
印
ま
で
有
効
。

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

(

土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く)

○
試
験
日
及
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

【
体
力
試
験
】
９
月
21
日
㈯

　

古
河
市
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て

【
教
養
・
作
文
試
験
、
適
性
検
査
】

　

９
月
22
日
㈰　

　

古
河
市
役
所
三
和
庁
舎
に
て

・
第
２
次
試
験

　

10
月
下
旬
予
定
（
面
接
試
験
）

○
試
験
申
込
書
等
の
請
求

　

消
防
本
部
及
び
古
河
、
総
和
、
下

　

妻
、
坂
東
消
防
署
並
び
に
広
域
圏

　

内
の
各
消
防
分
署
に
用
意
し
て
あ

　

り
ま
す
。

※
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課　

　

☎
（47）
０
１
２
４

　

個
人
事
業
税
の
納
税
は
、
公
共
料

金
と
同
じ
よ
う
に
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
税
が
で
き
、
安
全
で
大
変

便
利
で
す
。

　

お
申
込
み
は
、
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除

く
）
で
行
え
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
県
税
事
務
所　

総
務
課

　

☎
０
２
９
６
（24）
９
１
８
４

　

４
月
末
現
在
、
県
内
で
は
73
件
の

振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
、
境
警
察

署
管
内
で
も
２
件
の
被
害
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
手
口
は
、
息
子
や
孫
を
か

た
っ
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
、
保
険
金
等
の
還
付

金
が
あ
る
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
さ
せ
る
「
還
付
金
詐
欺
」
が
多
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
詐
欺

に
あ
わ
な
い
た
め
に
日
頃
か
ら
用
心

し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

境
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
（86）
０
１
１
０

○
募
集
種
目
・
応
募
資
格

①
航
空
学
生

　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満

　

の
者

②
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

③
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈭
〜
９
月
６
日
㈮

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.jo
.jp
/p
c
o
/

ib
a
ra
k
i/

○
お
問
い
合
わ
せ
（
申
込
）
先

　

◆
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部　

　
　

筑
西
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
９
６
(22)
７
２
３
９

町
税
等
夜
間
収
納

窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

茨
城
西
南
地
方
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
官

採
用
試
験
案
内

個
人
事
業
税
の
納
税
は

便
利
な
口
座
振
替
で

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

自
衛
官
募
集

裁
判
所
職
員
一
般
職
試
験

(

高
卒
者
試
験
案
内)
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◆　役場の代表電話は☎（84）1111 です　◆

五霞東小学校

五霞町の人口と世帯
総人口　　　9,351人　（113人）
　前月比 　　　－13人  　　（0人）
　男　　　　4,685人　（40人）
　女　　　　4,666人　（73人）
世帯数　　3,201世帯（67世帯）
６月１日現在、住民基本台帳。

（　）内は外国人登録で内数。

７月の納税 納期限　7月31日㈬です

あて先　
●町長（直通）
FAX（８４）１５５０
●総務課広報担当
☎（８４）１１１１

（内線２２７）

ご意見・ご要望を
お待ちしています。

　

風
疹
は
、
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
起
こ
る
発
疹
性
感
染
症

で
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
多

く
見
ら
れ
る
病
気
で
す
。
主
な
症

状
で
は
、
発
疹
、
発
熱
、
リ
ン
パ

節
の
腫
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
、
風
疹
の
報
告

数
が
急
増
中
で
す
。
昨
年
は
、
過

去
5
年
間
で
最
も
多
い
報
告
数
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
3
月
末

時
点
で
昨
年
1
年
間
の
報
告
数
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
今
、
風
疹
が
話
題
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。

　

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
妊

娠
初
期
の
女
性
が
風
疹
に
感
染
し

た
場
合
で
す
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

に
も
感
染
し
、
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
、
目
が
見
え
に
く
い
、
心

臓
に
奇
形
が
生
じ
る
、
発
達
が

ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
な
ど
「
先
天

性
風
疹
症
候
群
」
と
い
う
病
気
を

も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
制
度
の
違
い
で
、

接
種
を
受
け
て
い
な
い
年
代
の
女

性
が
、
妊
娠
す
る
時
期
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、風
疹
に
か
か
っ

て
い
る
患
者
は
成
人
男
性
が
多

く
、
夫
か
ら
妊
婦
へ
の
感
染
の
心

配
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
方
や
受
け
た
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
方
は
、
接
種
を
お
勧

め
し
ま
す
。
特
に
、
妊
婦
の
同
居

家
族
や
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女

性
は
、
早
め
の
接
種
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

妊
娠
し
て
い
る
方
は
、
風
疹
の

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
不
急
不
要
の
外
出
や
、

人
込
み
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
れ
ば
、
風

疹
は
予
防
で
き
ま
す
。
中
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
、
十
分

な
抗
体
が
で
き
な
い
人
も
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
と
い
う
麻
疹
と
風
疹
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
2
回
接
種
に
な
っ

て
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
は
定
期

接
種
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
健
康
の
た
め
、
ま
た
、

未
来
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

も
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
大
人
の
方
へ

の
予
防
接
種
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）

　

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
遠
足
や
修

学
旅
行
等
の
学
校
行
事
が
次
々
と
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、平
素

と
異
な
る
生
活
環
境
の
中
で
、
見
聞

を
広
め
、
自
然
や
文
化
に
親
し
ん
だ

り
、
集
団
生
活
の
あ
り
方
、公
衆
道
徳

な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を

学
習
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
作
文
で
、
楽
し

か
っ
た
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
筑
波
山
遠
足
を
し
て
」

三
年　

鳩
貝
猛
斗

　

登
山
の
始
め
は
緊
張
し
ま
し
た
。

最
初
は
楽
で
し
た
。
し
ば
ら
く
歩
く

と
弁
慶
七
戻
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ

く
が
「
こ
げ
た
食
パ
ン
み
た
い
」
と

言
う
と
、
み
ん
な
チ
ョ
ー
笑
い
ま
し

た
。
め
お
と
茶
屋
に
着
い
て
お
弁
当

を
食
べ
た
ら
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
お
土
産
は
「
こ
れ
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
千
円
は
ら
い
ま
し

た
。
ぴ
っ
た
り
千
円
の
時
は
、
お
つ

り
が
な
い
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

「
修
学
旅
行
の
思
い
出
№
１ 

」

六
年　

渡
辺
ゆ
お

　

私
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
№
１

は
、
鎌
倉
の
班
別
行
動
で
す
。
私
た

ち
の
班
は
、
ま
ず
高
徳
院
（
大
仏
） 

か
ら
銭
洗
い
弁
財
天
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
と
て
も
長
い
道
の
り
で
し
た

が
、
予
定
よ
り
早
く
到
着
で
き
ま
し

た
。
途
中
で
先
生
と
会
う
こ
と
が
で

き
て
ラ
ッ
キ
ー
。
八
幡
宮
で
の
写
真

を
パ
チ
リ
。

　

そ
の
後
、
小
町
通
り
で
は
「
コ
ク

リ
コ
の
ク
レ
ー
プ
」
を
パ
ク
リ
。
そ

し
て
、
友
だ
ち
と
お
そ
ろ
い
の
お
み

や
げ
を
買
っ
て
ニ
コ
リ
。
そ
し
て
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
江
ノ
電
に
乗
っ

て
、
気
分
は
ウ
キ
ウ
キ
。

　

私
は
、
修
学
旅
行
の
班
別
行
動

で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
キ
ズ
ナ
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

思
い
出
は
一
生
の
宝
物
と
し
て
私
の

心
の
中
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

固 定 資 産 税

介 護 保 険 料

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

保 育 料 

2 期

1 期

1 期

1 期

7月分

町民税務課

健康福祉課

町民税務課

町民税務課

健康福祉課

税務G

高齢者支援Ｇ

税務G

税務G

社会福祉G

☎（84）1966

☎（84）0006

☎（84）1966

☎（84）1966

☎（84）0006

※
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
は

　

14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

大
人
の
「
風
疹
」
に
注
意　

学校行事を通して
望ましい人間関係
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このコーナーに掲載ご希望の方は、総務課（内線２２７）までお申し込みください。

　平成２６年３月３１日㈰まで受付

期間を延長致します。

　引き続き、皆様のご協力をお願い

します。お預かりした義援金は、

日本赤十字社茨城支部に送金し、

被災者への生活支援や見舞金に

使われます。

○義援金送金額

　1,201,962円（６月19日現在）

東日本大震災義援金について

山下直人・あすかさん
の長男・二男

永
と あ

愛くん (右) 琉
る い

生くん (左)
平成20年1月  9日生　永愛くん
平成21年5月25日生　琉生くん

（父母のひと言）

永愛、夢は大工さん、琉生、夢は消防士さん

のんびりやさんでマイペース、いっぱい食べ

て大きくなってね。

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
現在、当事業につきましては、休日や夜間における小児救急患者に対応する為、茨城西南
医療センター病院及び友愛記念病院、古河赤十字病院のご協力を得て実施しております。

実施時間外の受診につきましては、つぎの医療機関でも小児救急に対応しています。

つくば市 筑波メディカルセンター病院

  : 茨城西南医療センター病院(境町)　☎87-8111　　　　　: 友愛記念病院(古河市)　☎97-3000
  : 古河赤十字病院(古河市)　☎23-7111
　　　　　　　　※輪番日及び時間…月̃土曜日:午後6時̃午後11時　　日曜、祝日:午前9時̃午後4時

町民税務課

　すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても
大丈夫なのか不安な時は、ご相談ください。
電話番号:プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの「#8000」
その他の電話からは 029‐254‐9900

▼茨城子ども救急相談 相談日時:毎日の夜間/18時30分̃23時30分

　　　　:休日の昼間/9時00分̃17時00分

※日曜・祝日・年末年始(12/29̃1/3) 　 休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関をお探しのときは、お問い合わせ
ください。

　☎029‐241‐4199（年中無休／２４時間）

▼救急医療情報コントロールセンター
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